
いじめを発見した際の具体的な取組（対応フロー図） 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         ※経過観察は、３か月は継続する。 

問題発見者 

学級担任 

学年主任 

生活指導主任 

教頭 

校長 

いじめ・不登校等対策委員会      

 

 

現場での指導 

情報集約・情報整理 

管理職に報告 

対応策を協議 

役割分担 

対策委員会開催を指示 

情報収集 

臨時職員会議 

学年主任・学級担任 

生活指導主任 

いじめ・不登校等対策委員会 

情報共有・役割分担確認 

全校での取組 

 

双方の保護者への連絡 

教頭 
町教育委員会

への連絡 

事後の経過を観察 

事後の経過を確認 

《通常の場合》 《緊急の場合》 

個別指導 

学年・学級への指導 

 

職員集会（週 2 回）でその後の経過を共有 

 


